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佛
教
大
学
二
条
キ
ャ
ン
パ
ス
造
成
地
で
あ
っ
た
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京

星
ヶ
池
町
に
て
、「
三
条
院
釣
殿
高
坏
」
と
墨
書
さ
れ
た
高
坏
が
出
土
し

よ
し
み

た
た
め
、
そ
こ
は
、
平
安
時
代
前
期
に
右
大
臣
を
務
め
た
藤
原
良
相
（
八

一
三
〜
八
六
七
）
の
邸
宅
「
西
三
条
第
」（
百
花
亭
）
跡
地
で
あ
る
こ
と

が
確
実
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
そ
こ
で
は
、
仮
名
文
字
が
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
多
数
出
土
し

た
。
そ
の
表
記
内
容
に
つ
い
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
釈
文
を
、
新
た
に
変
体

仮
名
の
文
字
形
態
よ
り
分
析
、
検
討
を
加
え
た
結
果
、
出
土
土
器
（
墨

１４
）
に
は
、
古
今
和
歌
集
の
初
句
が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
、（
墨
１５
）
は
、「
か
つ
ら
き
の
」
と
判
読
で
き
る
こ
と

か
ら
万
葉
歌
の
一
部
分
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
書

風
に
つ
い
て
も
実
際
の
書
道
史
上
の
作
品
と
の
比
較
を
通
し
て
明
確
に
す

る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

藤
原
良
相
、
墨
書
、
土
器
、
変
体
仮
名
、
平
仮
名

は
じ
め
に

本
学
佛
教
大
学
二
条
キ
ャ
ン
パ
ス
造
成
地
で
あ
っ
た
京
都
市
中
京
区
西

ノ
京
星
ヶ
池
町
に
て
、「
三
条
院
釣
殿
高
坏
」
と
墨
書
さ
れ
た
高
杯
が
出

土
し
た
た
め
、
そ
こ
は
、
平
安
時
代
前
期
に
右
大
臣
を
務
め
た
藤
原
良
相

（
八
一
三
〜
八
六
七
）
の
邸
宅
「
西
三
条
第
」（
百
花
亭
）
跡
地
で
あ
る
こ

と
が
確
実
に
な
っ
た
。

そ
の
調
査
内
容
を
精
査
し
、
藤
原
良
相
、
土
師
器
土
器
、
ま
た
そ
の
時

代
の
平
安
貴
族
と
書
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
。

さ
ら
に
、
そ
こ
で
多
数
出
土
し
た
仮
名
文
字
が
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
の

表
記
内
容
に
つ
い
て
、
解
釈
さ
れ
て
い
る
釈
文
を
新
た
に
変
体
仮
名
の
文

字
形
態
よ
り
分
析
し
、
再
検
討
し
た
上
で
判
読
を
加
え
、
考
察
す
る
。

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉藤

原
良
相
邸
跡
出
土
墨
書
土
器
の
仮
名
表
記
に
関
す
る
考
察
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古代文化調査会
2008年度調査

木簡
今回の調査区 ●：墨書土器

今回の調査区

2006年度調査

2001年度調査

1995年度調査
1995年度調査 1998年度調査 2000年度調査

2001年度調査
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建物4
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池池

池池

州浜皇
嘉
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大
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西
坊
城
小
路

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
書
風
に
つ
い
て
も
実
際
の
書
道
史
上
の
作
品
と
の

比
較
を
通
し
、
そ
の
頃
の
仮
名
の
成
立
状
況
を
明
確
に
し
た
い
。

一
、
藤
原
良
相
邸
跡
の
調
査
内
容

調
査
地
は
、
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
星
ヶ
池
町
十
七
│
五
九
他
（
Ｊ
Ｒ

二
条
駅
西
側
ロ
ー
タ
リ
ー
西
側
）、
調
査
期
間
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
四

日
〜
十
二
月
二
十
八
日
。

こ
の
調
査
地
は
、
平
安
時
代
前
期
に
右
大
臣
を
務
め
た
藤
原
良
相
（
八

一
三
〜
八
六
七
）
の
邸
宅
「
西
三
条
第
」（
百
花
亭
）
跡
地
と
想
定
さ
れ

て
い
た
が
、
昨
年
の
調
査
に
お
い
て
（
池
２
５
０
）
か
ら
「
三
条
院
釣
殿

（
�
）

高
坏
」
と
墨
書
し
た
高
杯
が
見
つ
か
り
、
そ
の
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
調
査
で
は
、
仮
名
文
字
が
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
多
数

出
土
し
た
。
墨
書
土
器
と
し
て
は
、
約
九
十
点
出
土
し
、
ほ
と
ん
ど
が

（
池
２
５
０
）
の
西
岸
か
ら
の
出
土
で
、
漢
字
、
仮
名
、
記
号
な
ど
が
あ

る
が
、
漢
字
が
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
る
。
そ
の
中
で
も
漢
字
は
、（
墨

６４
）
の
高
杯
の
縁
に
沿
っ
て
「
三
条
院
釣
殿
高
坏
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

（
�
）

「
所
在
地
・
使
用
場
所
・
器
形
」
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

仮
名
は
、
二
十
点
余
り
確
認
で
き
、（
墨
１４
）
と
し
た
個
体
は
最
も
破

片
が
大
き
く
、
底
部
の
全
面
に
仮
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。（
墨
８
）・（
墨

５４
）
は
太
い
筆
で
仮
名
が
数
行
記
さ
れ
て
い
た
。（
墨
６６
）
は
高
杯
の
脚

図 1 西三条第北半部の遺構配置図（1 : 1000）
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部
全
面
に
細
か
な
仮
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
は
、
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
初
め
に
属
す
る
た

め
、
平
安
京
で
は
最
古
の
仮
名
文
字
と
確
認
で
き
る
。「
西
三
条
第
」
の

主
で
あ
っ
た
藤
原
良
相
は
文
学
に
造
詣
が
深
く
、
ま
た
信
仰
心
の
篤
い
人

物
だ
っ
た
。
し
か
し
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
に
起
き
た
応
天
門
の
変
で

は
、
兄
藤
原
良
房
（
藤
原
氏
初
の
摂
政
）
と
対
立
し
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ど

な
く
失
脚
し
、
翌
年
死
亡
す
る
。
西
三
条
第
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
廃

絶
し
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
は
調
査
所
見
か
ら
推
定
で
き
る
。

仮
名
を
記
し
た
墨
書
土
器
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
の
役
所
跡
な
ど
で
少
量

出
土
し
て
い
た
が
、
今
回
は
九
世
紀
後
半
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に

加
え
、
当
時
の
都
で
名
の
知
れ
た
貴
族
邸
宅
内
か
ら
ま
と
ま
っ
た
量
が
出

土
し
て
お
り
、
仮
名
文
字
の
発
生
と
展
開
に
関
す
る
非
常
に
重
要
な
考
古

（
�
）

資
料
と
い
え
る
。

二
、
藤
原
良
相
邸

藤
原
良
相
は
、
平
安
初
期
の
公
卿
。
贈
太
政
大
臣
冬
嗣
の
第
五
子
で
、

人
臣
最
初
の
摂
政
に
な
っ
た
藤
原
良
房
は
兄
に
当
た
る
。
通
称
西
三
条
大

臣
。
仁
明
天
皇
に
重
用
さ
れ
て
宮
中
に
候
し
た
が
、
承
和
九
年
（
八
四

二
）
の
承
和
の
変
に
際
し
て
、
左
近
衛
少
将
と
し
て
兵
を
率
い
て
皇
太
子

直
曹
を
守
衛
。
従
四
位
下
左
近
衛
中
将
か
ら
参
議
、
陸
奥
出
羽
按
察
使
、

春
宮
大
夫
、
権
中
納
言
、
右
近
衛
大
将
を
歴
任
後
、
天
安
元
年
（
八
五

七
）
右
大
臣
に
昇
進
。
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
の
応
天
門
の
変
で
は
、
兄

図 2 「三条院釣殿高坏」墨書高杯図 3 （墨 66）土師器高杯 脚部側面
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良
房
と
水
面
下
の
争
い
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
政
治
家
と
し
て
の
辣
腕
を
振

る
う
一
方
、
文
学
を
愛
し
仏
教
に
も
通
じ
て
、
自
活
不
能
の
一
族
子
女
の

た
め
に
延
命
院
・
嵩
親
院
を
設
立
し
、
そ
の
扶
養
・
助
成
に
意
を
用
い

た
。
在
官
中
は
『
貞
観
格
式
』
の
編
纂
に
従
事
し
、
ま
た
兄
良
房
や
伴
善

男
ら
と
と
も
に
『
続
日
本
後
紀
』
の
編
纂
も
手
掛
け
た
が
、
そ
の
完
成
を

（
�
）

見
な
い
ま
ま
没
し
た
。
贈
正
一
位
。

そ
の
邸
宅
で
あ
る
西
三
条
第
は
、
平
安
京
右
京
三
条
一
坊
六
町
に
あ
っ

た
。
但
し
、『
拾
芥
抄
』
右
京
図
は
六
町
と
す
る
が
、
同
書
本
文
は
「
三

条
北
、
朱
雀
西
」
と
し
四
町
に
該
当
す
る
。
百
花
亭
と
も
称
す
る
。
ま
た

良
相
は
こ
の
邸
宅
に
因
ん
で
西
三
条
と
号
す
る
。
貞
観
元
年
（
八
五
九
）

四
月
、
皇
太
后
藤
原
順
子
は
東
宮
よ
り
当
邸
に
遷
御
、
ほ
ぼ
一
年
間
の
滞

在
の
の
ち
、
翌
年
四
月
に
本
邸
の
東
五
条
第
に
還
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の

（
�
）

当
邸
の
伝
領
・
消
息
は
全
く
不
明
。
そ
の
造
り
は
、
こ
の
時
代
の
貴
族
の

邸
宅
と
同
じ
よ
う
に
寝
殿
造
り
で
庭
園
を
配
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

庭
園
に
大
き
な
池
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
の
で
あ

る
。

三
、
土
器
形
態

こ
の
平
安
時
代
初
期
の
頃
の
土
器
形
態
と
し
て
は
、
土
師
器
共
膳
形
態

＝

食
器
類
を
軸
と
し
た
型
式
学
的
な
編
年
観
に
よ
れ
ば
、
土
器
様
相
は
、

土
師
器
の
う
ち
九
〇
数
％
は
皿
を
主
と
す
る
食
器
類
で
あ
る
。
都
城
に
生

ま
れ
た
大
量
の
貴
族
・
官
人
層
が
、
こ
れ
ら
の
土
師
器
の
食
器
の
主
要
な

使
用
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
は
、
土
師
器
に
比
べ
、
須
恵
器
の
出
土
量
の

減
少
が
明
確
に
な
り
、
土
師
器
中
心
の
食
器
構
成
が
一
般
的
と
な
っ
た
。

こ
の
段
階
で
は
、
土
師
器
を
中
心
に
し
て
食
器
の
再
編
が
進
ん
だ
も
の
と

理
解
さ
れ
る
。
平
安
時
代
前
半
の
土
器
様
相
は
、
食
器
類
が
七
割
以
上
を

占
め
て
お
り
、
圧
倒
的
な
出
土
量
で
あ
る
。

土
師
器
と
は
、
焼
物
と
い
う
面
で
は
八
〇
〇
度
前
後
の
低
温
で
酸
化
焰

焼
成
さ
れ
た
素
焼
き
の
比
較
的
軟
質
な
土
器
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
縄
文

土
器
や
弥
生
土
器
な
ど
と
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
以
降
の
同

種
の
土
器
を
い
う
。

平
安
京
か
ら
は
、
土
師
器
の
ほ
か
に
も
須
恵
器
、
灰
釉
陶
器
、
緑
釉
陶

器
、
黒
色
土
器
、
白
色
土
器
、
瓦
器
な
ど
各
種
の
土
器
・
陶
磁
器
類
が
多

く
出
土
す
る
。
な
か
で
も
土
師
器
の
食
器
類
（＝

共
膳
形
態
）
は
、
型
式

的
な
断
絶
が
な
く
各
時
期
を
通
じ
て
常
に
ま
と
ま
っ
て
多
量
に
出
土
す
る

た
め
、
平
安
京
跡
出
土
遺
物
の
型
式
編
年
的
研
究
の
軸
を
な
す
史
料
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
発
掘
調
査
か
ら
も
ま
と
ま
っ
て
多
量
に
出
土

す
る
も
っ
と
も
普
遍
的
な
遺
物
で
あ
る
。

土
師
器
食
器
類
は
、
手
捏
を
基
本
と
す
る
技
法
で
製
作
さ
れ
た
、
形
態

に
大
差
の
な
い
杯
、
椀
、
皿
な
ど
限
定
さ
れ
た
資
料
が
中
心
で
あ
る
。
し

か
し
、
各
時
代
を
通
じ
て
土
坑
や
井
戸
そ
の
ほ
か
各
種
の
遺
構
か
ら
、
短
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期
間
も
し
く
は
一
度
し
か
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
資
料
が
、
他

の
土
器
、
陶
磁
器
と
と
も
に
多
量
に
一
括
出
土
す
る
例
は
非
常
に
多
い
。

食
器
編
年
か
ら
見
て
い
く
と
、
出
土
し
た
墨
書
土
器
は
、
平
安
京
Ⅰ
〜

Ⅱ
期
に
属
す
る
。
平
安
京
跡
と
そ
の
近
郊
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
平
安
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
前
半
の
土
師
器
食
器
の
展
開
過
程
は
、
型
式
の
違
い
を
超

え
た
様
相
の
共
通
性
と
そ
の
変
化
か
ら
、
Ⅰ
〜
Ⅵ
期
の
六
段
階
に
大
き
く

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
段
階
（＝

期
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
七
〇
〜

九
〇
年
ほ
ど
の
時
代
幅
を
持
っ
て
い
る
。

平
安
京
Ⅰ
期
で
は
、
小
型
を
主
力
と
す
る
食
器
も
、
規
格
性
の
あ
る
法

量
分
化
が
進
展
し
た
多
様
な
杯
、
皿
か
ら
、
高
台
の
付
か
な
い
杯
、
皿
、

椀
の
組
合
せ
に
な
る
。
ま
た
、
Ⅱ
期
で
は
、
高
杯
の
脚
筒
部
の
面
取
仕
上

げ
も
徐
々
に
雑
と
な
り
、
よ
り
多
面
体
と
な
っ
て
い
く
。

土
師
器
食
器
の
大
量
生
産
を
支
え
た
、
製
作
技
法
の
改
良
と
発
展
を
促

し
た
最
も
基
本
的
な
要
因
に
つ
い
て
は
、
土
師
器
食
器
類
の
大
量
消
費

が
、
平
安
京
に
お
い
て
継
続
的
に
発
展
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

Ⅱ
期
以
降
に
お
い
て
は
、
使
い
捨
て
に
近
い
短
期
使
用
の
日
常
食
器
と

い
う
側
面
と
、
伝
統
化
し
た
儀
式
や
各
種
の
通
過
儀
礼
で
の
使
用
に
加
え

て
、
平
安
時
代
に
年
中
行
事
化
し
た
多
様
な
歳
事
な
ど
の
専
用
器
化
に
よ

る
、
一
回
限
り
で
の
多
量
使
用
が
都
市
域
内
で
定
着
し
た
結
果
、
大
量
需

要
が
さ
ら
に
継
続
発
展
し
た
と
考
え
る
。
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
も
、
現
存

す
る
祭
器
と
し
て
の
土
器
の
使
用
と
同
質
の
用
法
が
、
平
安
京
で
は
上
層

階
層
の
間
で
す
で
に
日
常
レ
ベ
ル
に
近
く
常
態
化
し
て
い
た
も
の
と
考
え

（
�
）

ら
れ
る
。

（
�
）

こ
の
頃
の
歳
事
に
つ
い
て
山
中
裕
氏
は
、
述
べ
て
い
る
。

貞
観
八
年
（
八
六
六
）
三
月
二
十
三
日
、
清
和
幼
帝
は
、
右
大
臣
藤

原
良
相
の
第
に
行
幸
さ
れ
桜
花
を
観
、
花
宴
の
会
を
催
し
た
。
う
ら

ら
か
な
花
宴
の
行
事
で
は
あ
る
が
、
嵯
峨
天
皇
が
は
じ
め
た
花
宴
の

精
神
は
忘
れ
ら
れ
、
神
泉
苑
で
行
わ
れ
た
公
的
な
花
宴
は
藤
原
氏
大

臣
の
私
邸
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
七
日
後
の

閏
三
月
一
日
に
も
太
政
大
臣
藤
原
良
房
の
染
殿
第
に
て
桜
花
宴
が
行

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
藤
原
良
相
邸
に
お
い
て
も
天
皇
を
迎
え
て
桜
花
宴
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
も
土
師
器
食
器
が
大
量
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
歳
事
を
初
め
、
天
皇
の
た
め
に
新
調
さ
れ
た
素
焼
き
の
土
器
は
、

食
物
を
の
せ
る
と
染
み
に
な
り
、
特
に
汁
も
の
に
使
用
す
る
と
汚
れ
も
落

ち
な
い
ゆ
え
、
使
い
捨
て
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
平
安
貴
族
の
書

平
安
時
代
の
貴
族
の
教
養
と
し
て
、
手
習
い
、
和
歌
が
学
ば
れ
て
い

藤
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良
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跡
出
土
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書
土
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の
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南
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た
。
手
習
い
で
あ
る
書
道
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
ま
で
は
唐
風
を
帯
び

さ
ぬ
き
の
こ
く
し
の
げ
は
し
が
き

て
お
り
、
現
存
最
古
の
草
仮
名
資
料
の
一
つ
で
あ
る
「
讃
岐
国
司
解
端
書

ふ
じ
わ
ら
あ
り
と
し
も
う
し
ぶ
み

（
藤
原
有
年
申
文
）」（
貞
観
九
年
・
八
六
七
）
の
よ
う
に
、
九
世
紀
後
半

に
は
、
男
性
貴
族
官
僚
が
「
申
文
」（
願
い
書
）
の
よ
う
な
公
文
書
を
認

め
る
の
に
、
漢
字
交
じ
り
の
和
文
で
、
ほ
と
ん
ど
平
仮
名
に
近
い
書
体
を

交
え
た
草
仮
名
を
用
い
た
例
も
あ
る
。

九
世
紀
後
半
ご
ろ
に
は
、
仮
名
文
字
が
貴
族
社
会
に
使
用
さ
れ
始
め
、

万
葉
仮
名
を
簡
便
化
し
た
草
仮
名
と
、
草
仮
名
を
さ
ら
に
簡
略
化
し
た
平

仮
名
が
形
成
発
達
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
字
を
「
男
手
」、
平
仮
名

を
「
女
手
」
と
い
う
が
、
男
性
貴
族
の
公
的
な
社
会
で
は
漢
文
を
使
用

し
、
そ
れ
に
対
し
仮
名
は
、
男
女
間
の
和
歌
の
贈
答
や
消
息
と
い
っ
た
私

的
な
流
用
に
よ
っ
て
、
大
き
く
発
達
し
て
い
っ
た
。
公
の
場
で
は
、
漢
字

漢
文
を
表
現
し
な
い
宮
廷
女
性
に
よ
っ
て
も
、
仮
名
文
字
は
洗
練
さ
れ
、

十
世
紀
前
半
に
は
、『
古
今
和
歌
集
』
や
『
土
佐
日
記
』
な
ど
の
散
文
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
女
流
文
学
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
十
一
世
紀
の
「
高
野
切
（
第
二
種
）」
や
「
藍
紙
本
万
葉
集
」、

十
二
世
紀
の
「
今
城
切
」
や
「
元
永
本
古
今
集
」
の
よ
う
に
、
男
性
の
筆

者
名
が
明
ら
か
な
仮
名
の
名
品
も
あ
る
の
で
、
十
一
・
十
二
世
紀
に
お
い

て
も
仮
名
の
洗
練
・
展
開
に
は
男
性
も
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。

五
、
藤
原
良
相
邸
出
土
墨
書
土
器
の
考
察

藤
原
良
相
邸
跡
よ
り
出
土
し
た
墨
書
土
器
は
、
土
器
年
代
か
ら
平
安
Ⅰ

期
と
さ
れ
る
土
師
器
で
あ
る
。
ま
た
、
出
土
し
た
層
位
学
上
か
ら
み
て
も

八
五
〇
〜
九
三
〇
年
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
墨
１５
）
は
、
破
片
で
は
あ
る
が
、
一
行
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、（
墨

８
）、（
墨
５４
）
は
、
土
師
器
杯
の
内
面
に
書
か
れ
、（
墨
１１
）
に
お
い
て

は
、
土
師
器
皿
の
内
面
、
外
面
の
両
方
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
墨
書
さ
れ
た
も
の
は
、
素
焼
き
の
た
め
墨
が
し
み
込
ん
で
し

ま
う
の
で
、
食
器
と
し
て
の
使
用
前
で
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
使
用
済
み
の

図 4 （墨 8）土師器杯内面

図 5 （墨 54）土師器杯内面
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外面 内面

「
以
（
い
）
久
（
く
）
与
（
よ
）
し
毛

（
も
）

あ
ら
し
和
（
わ
）
可
（
か
）（
み
）

乎
（
を
）」

も
の
に
書
い
た
の
で
あ
る
。
歳
事
の
際
に
使
い
捨
て
に
し
た
器
に
、
紙
が

貴
重
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
の
手
習
い
と
し
て
、
墨
書
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
和
歌
の
一
部
分
な
ど
を
習
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
墨
１４
）
の
土
師
器
皿
外
面
に
墨
書
さ
れ
た
筆
跡
は
、
や
や
渇
筆
が
あ

り
、
底
中
央
の
摩
耗
の
た
め
か
墨
の
濃
淡
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
後
半
に
い
く
ほ
ど
墨
色
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。
出
土
し
た
も
の
を
見

る
限
り
、
外
面
の
一
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
墨
書
文
字
を
詳
細
に

見
て
い
く
と
、「
け
」「
あ
」「
ら
」「
と
」「
は
」
な
ど
は
現
在
の
平
仮
名

と
同
じ
形
態
で
あ
る
。
ま
た
、
変
体
仮
名
と
し
て
「
乃
」「
以
」「
久
」

「
奈
」「
比
」「
礼
」
な
ど
が
判
別
で
き
る
。

こ
の
墨
書
土
器
の
文
字
に
つ
い
て
、「
京
都
市
考
古
資
料
館
速
報
展
資

（
�
）

料
」
の
丸
川
義
弘
氏
に
よ
る
と
、（
墨
１４
）
の
釈
文
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

図 6 （墨 11）土師器皿 内面 外面

図 7 （墨 14）土師器皿外面

藤
原
良
相
邸
跡
出
土
墨
書
土
器
の
仮
名
表
記
に
関
す
る
考
察
（
南
條
佳
代
）

六
一



（

）
け

の

も

た

い

か

を
（
ひ
）

あ

ま
（
り
）
て

い
く
よ
し
み
す
ら
（

）
れ
（

）

ち

す

き
な
く
ひ
と
に

て

い
く

し

と
（
お
）（
も
）
は
れ

え

す
（

）
（

）
え
ら

れ

こ
の
よ
う
に
、
解
読
さ
れ
て
い
る
が
、
五
行
目
の

「
い
く
よ
し
み
す
ら
（

）
れ
（

）
ち
」
は
、「
以（
い
）
久（
く
）
与

（
よ
）
し

毛（
も
）
あ

ら

し

和（
わ
）
可（
か
）〈
み
〉
乎（
を
）」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
�
）

こ
れ
は
、
古
今
集
の
巻
第
十
八

雑
歌
下
に
あ
る

読
人
し
ら
ず

幾
世
し
も
あ
ら
じ
わ
が
身
を
な
ぞ
も
か
く
海
人
の
刈
る
藻
に
思
ひ
乱

る
る
（
九
三
四
）

の
初
句
「
い
く
よ
し
も
あ
ら
じ
わ
が
み
を
」
の
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。『
古
今
和
歌
集
』
は
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
に
初
め
て
の
勅
撰
和

歌
集
と
し
て
、
醍
醐
天
皇
の
下
命
に
よ
り
紀
友
則
、
紀
貫
之
、
凡
河
内
躬

恒
、
壬
生
忠
岑
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
こ
の
巻
十
八
の
雑
歌
に
収
め

ら
れ
た
歌
は
、
無
常
、
厭
世
の
思
想
を
基
調
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

当
時
の
貴
族
社
会
に
つ
い
て
の
不
満
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、「
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
も
生
き
ら
れ
そ
う
に
も
思
わ
れ
な
い

わ
が
身
だ
と
い
う
の
に
」
と
い
う
わ
が
身
の
は
か
な
さ
を
感
じ
る
仏
教
思

想
に
、「
思
ひ
乱
る
る
」
の
煩
悩
に
よ
る
心
の
乱
れ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
。こ

の
土
器
の
墨
書
年
代
は
、
お
よ
そ
九
世
紀
後
半
で
あ
る
が
、『
古
今

和
歌
集
』
の
序
の
示
す
日
付
は
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
四
月
一
八
日
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
撰
集
下
命
の
日
か
奉
覧
の
日
か
に
つ
い
て
は
両

説
が
あ
り
、
成
立
事
情
は
不
明
確
な
点
が
あ
る
。
ま
た
、『
古
今
和
歌
集
』

に
は
、
万
葉
集
以
後
の
歌
を
集
め
て
い
る
が
、
古
い
も
の
は
奈
良
時
代
の

歌
も
あ
り
、
こ
の
土
器
に
書
か
れ
た
頃
に
、
こ
の
「
い
く
よ
し
も
あ
ら
じ

わ
が
み
を
」
の
歌
が
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
流
布
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

こ
こ
藤
原
良
相
邸
で
は
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
の
応
天
門
の
変
で
、

兄
良
房
と
水
面
下
の
争
い
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
良
相
の
政
治
家
と
し
て
の

辣
腕
を
振
る
う
一
方
、
文
学
を
愛
し
仏
教
に
も
通
じ
て
い
た
主
の
思
い

佛
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が
、
周
り
の
者
た
ち
に
も
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
書
か

れ
た
人
物
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
筆
跡
か
ら
す
る
と
、
習
書
と
し
て
の

拙
い
文
字
で
あ
る
よ
う
だ
。

右
側
一
行
目
「
け
」
の
一
画
目
か
ら
二
画
目
へ
の
は
ね
の
筆
の
動
き
や

「
乃（
の
）」
の
二
画
目
の
側
筆
部
分
か
ら
も
、
ま
だ
習
い
始
め
の
頃
の
筆

さ
ば
き
が
不
十
分
な
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、（
墨
１５
）
の
墨
書
土
器
に
お
い
て
は
、
前
出
の
丸
川
義
弘
氏
に

よ
る
と
、
釈
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

か

つ

ら

き

へ

（
�
）

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
西
山
良
平
氏
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
る
。「

か
つ
ら
き
へ
」
は
、「
葛
城
へ
」
と
読
め
る
。
神
楽
歌
「
朝
倉
」
の

末
に
「
葛
城
へ

渡
る
久
米
路
の

継
橋
の

心
も
知
ら
ず

い
ざ

帰
り
な
む
」
と
あ
る
。「
か
つ
ら
き
へ
」
が
神
楽
歌
「
朝
倉
」
の
末

の
初
句
「
葛
城
へ
」
だ
と
す
る
と
、
西
三
条
で
神
楽
歌
が
歌
わ
れ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
、
左
大
将
源
正
頼
邸

や
右
大
将
藤
原
兼
雅
の
桂
殿
で
神
楽
歌
が
歌
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
神
楽
歌
と
は
、
広
義
で
は
神
事
や
神
前

で
奏
さ
れ
る
歌
謡
、
歌
舞
全
般
を
呼
称
す
る
が
、
狭
義
で
は
宮
中
の
「
御

神
楽
ノ
儀
」
と
い
う
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
歌
謡
・
歌
舞
を
指
す
。
宮
中
で

用
い
ら
れ
る
も
の
を
、「
宮
中
御
神
楽
」、
宮
中
以
外
の
神
祭
り
や
祭
祀
で

行
わ
れ
る
も
の
を
「
里
神
楽
」
と
言
っ
た
り
も
す
る
。

「
御
神
楽
ノ
儀
」
は
、
平
安
時
代
の
一
条
天
皇
（
在
位
九
八
六
〜
一
〇

一
一
）
の
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
に
だ
い
た
い
現
在
の
制
度
が
完
成
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
楽
家
録
の
巻
之
一
「
一
條
院
御
定
之
目

録
」
に
は
、
三
十
数
曲
の
歌
曲
、
舞
曲
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）

第
一

一
條
院
御
定
之
目
録

庭
燎
（
に
は
び
）
阿
知
女
（
あ
じ
め
）

採
物
之
部
（
と
り
も
の
）

榊
（
さ
か
き
）
幣
（
み
て
ぐ
ら
）
篠
（
さ
さ
）
弓
（
ゆ
み
）
鉾
（
ほ

こ
）
杓
（
ひ
さ
こ
）
葛
（
か
づ
ら
）
韓
神
（
か
ら
か
み
）

大
前
張
之
部
（
を
ほ
さ
い
ば
り
）

宮
人
（
み
や
び
と
）
木
綿
志
天
（
ゆ
ふ
し
）
難
波
潟
（
な
に
は
が

た
）
前
張
（
さ
い
ば
り
）
階
香
取
（
し
な
か
と
り
）

井
奈
野
（
い
な
の
）
脇
母
古
（
わ
き
も
こ
）

小
前
張
之
部

薦
枕
（
こ
も
ま
く
ら
）
閑
野
（
し
づ
や
）
磯
等
（
い
そ
ら
）
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篠
波
（
さ
ざ
な
み
）
殖
槻
（
う
え
づ
き
）
総
角
（
あ
げ
ま
き
）
大
宮

（
を
ほ
み
や
）
湊
田
（
み
な
と
だ
）
蛬
（
き
り
ぎ
り
す
）

雑
歌
之
部

千
歳
（
せ
ん
ざ
い
）
早
歌
（
は
や
う
た
）
星
（
ほ
し
）
晝
目
（
ひ
る

め
）
弓
立
（
ゆ
だ
て
）
朝
蔵
（
あ
さ
く
ら
）
其
駒
（
そ
の
こ
ま
）
竈

殿
（
か
ま
ど
の
）
酒
殿
（
さ
け
ど
の
）

こ
の
よ
う
に
、
雑
歌
之
部
に
朝
蔵
（
あ
さ
く
ら
）
は
あ
る
が
、「
御
神

楽
ノ
儀
」
が
一
条
天
皇
の
時
代
、
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
に
完
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
墨
書
土
器
（
墨
１５
）
に
書
か
れ
た
九
世
紀
後
半

と
は
百
年
以
上
も
の
ず
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
に
宮
廷
神
楽
が
、
天
皇
即
位
の
際
に
催
さ

れ
る
大
嘗
祭
の
琴
歌
神
宴
に
発
し
た
ら
し
い
。
清
和
天
皇
の
大
嘗
祭
は
貞

観
元
年
（
八
五
九
）
十
一
月
十
五
日
寅
の
日
に
始
ま
っ
て
十
九
日
午
の
日

に
終
わ
っ
た
。『
中
右
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
十
一
月
二
十
三
日

の
条
に
、
国
史
に
（『
日
本
三
大
実
録
』）
に
見
え
た
こ
と
と
し
て
、「
大

嘗
会
是
天
武
天
皇
二
年
十
二
月
丙
戌
始
、
但
此
御
神
楽
清
和
天
皇
貞
観
元

年
十
一
月
一
七
日
戌
辰
、
大
嘗
会
礼
訖
、
留
御
豊
楽
殿
後
房
、
文
武
百
官

侍
宿
、
親
王
以
下
参
議
以
上
、
侍
御
在
所
、
琴
歌
神
宴
、
終
夜
歓
楽
、
賜

御
衣
」
と
記
す
。
琴
歌
神
宴
に
終
夜
歓
楽
し
た
と
い
う
の
は
、
御
神
楽
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
で
御
遊
が
催
さ
れ
た
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
神
楽
に
歌
わ
れ
た
神
楽
歌
が
選
定
さ
れ
、
実
質
的
に
形
成
さ
れ

（
�
）

つ
つ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
藤
原
良
相
の
頃
に
も
神
楽
は
行
わ
れ
て
は
い
た
が
、
こ

の
（
墨
１５
）
の
墨
書
に
つ
い
て
は
、
西
山
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
か
つ

ら
き
へ
」
で
は
な
く
、
釈
文
は
、

か（
加
）
つ（
川
）
ら（
良
）
き（
幾
）
の（
乃
）

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
全
て
変
体
仮
名
で
書
か
れ
て
お
り
、

五
文
字
目
が
欠
損
し
て
判
別
し
づ
ら
い
が
、「
乃
」
の
一
画
目
と
二
画
目

の
横
画
か
ら
下
へ
い
く
線
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
、「
か

つ
ら
き
へ
」
で
は
な
く
、「
か
つ
ら
き
の
」
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、「
か
つ
ら
き
の
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
万
葉
集
の
歌
の
一
部

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
万
葉
歌
に
は
、「
か
つ
ら
き
の
」
を
初
句
と

す
る
歌
が
二
首
あ
り
、
ま
た
三
句
目
に
「
か
つ
ら
き
の
」
と
す
る
歌
も
一

首
あ
る
が
、
古
今
和
歌
集
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
�
）

万
葉
集

葛
城
の
高
間
の
草
野
は
や
知
り
て
標
刺
さ
ま
し
を
今
そ
悔
し
き
（
一

三
三
七
）
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「
か
（
加
）
つ
（
川
）
ら
（
良
）
き
（
幾
）
の
（
乃
）」

葛
城
の
襲
津
彦
真
弓
荒
木
に
も
頼
め
や
君
が
わ
が
名
告
り
け
む
（
二

六
三
九
）

飛
鳥
川
も
み
ち
葉
流
る
葛
城
の
山
の
木
の
葉
は
今
し
散
る
ら
し
（
二

二
一
〇
）

「
葛
城
」
と
は
、
葛
城
山
の
こ
と
で
、
金
剛
山
（
一
一
二
五
メ
ー
ト
ル
）

を
主
峰
と
す
る
葛
城
連
山
の
総
称
。
北
に
連
な
る
生
駒
連
山
と
共
に
奈
良

県
と
大
阪
府
と
の
境
を
な
す
。
現
在
は
水
越
峠
を
境
に
、
北
を
葛
城
山

（
九
五
九
メ
ー
ト
ル
）、
南
を
金
剛
山
と
呼
び
分
け
て
い
る
。

前
述
し
た
（
墨
１４
）
で
は
、
古
今
和
歌
集
の
歌
が
書
か
れ
、
こ
の
（
墨

１５
）
で
は
、
万
葉
歌
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
、
奈
良
時
代
に
成
立

し
た
万
葉
集
か
ら
、
そ
れ
以
後
に
作
ら
れ
た
歌
で
、
い
ず
れ
古
今
和
歌
集

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
歌
ま
で
貴
族
の
間
で
は
流
布
し
て
い
た
。
そ
れ
を
手

習
い
と
し
て
、
使
い
捨
て
の
「
か
は
ら
け
（
土
師
器
の
皿
）」
に
習
書
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

六
、
墨
書
土
器
の
書
字
形
態

こ
れ
ま
で
、（
墨
１４
）（
墨
１５
）
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
次
に
そ
の
墨
書
文
字
の
書
字
形
態
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。

（
墨
１４
）
の
文
字
を
詳
細
に
見
て
い
く
と
、「
け
」「
あ
」「
ら
」「
と
」

「
は
」
な
ど
は
現
在
の
平
仮
名
と
同
じ
形
態
で
あ
る
。
ま
た
、
変
体
仮
名

と
し
て
「
乃
」「
以
」「
久
」「
奈
」「
比
」「
礼
」
な
ど
が
判
別
で
き
る
。

書
か
れ
た
土
師
器
は
、
素
焼
き
の
皿
で
あ
る
た
め
墨
が
し
み
込
み
易
く
、

そ
の
た
め
筆
が
と
ら
れ
て
文
字
を
続
け
て
書
く
の
が
難
し
い
。
そ
れ
ゆ
え

全
体
に
連
綿
が
少
な
く
、
三
、
四
字
ほ
ど
続
け
て
あ
る
だ
け
で
、
太
細
の

変
化
に
乏
し
く
、
運
筆
の
抑
揚
も
少
な
い
。
ま
た
、
皿
の
外
面
と
い
う
曲

面
に
書
く
た
め
側
筆
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
円
で
あ
る
た
め
、
行
が
歪
ん
で
お
り
、
行
末
が
円
中
心
に
向
く
よ
う

に
傾
い
て
い
る
。
全
体
の
文
字
も
右
半
分
は
大
き
く
、
行
間
・
字
間
も
空

い
た
ゆ
っ
た
り
と
し
た
書
き
ぶ
り
で
、
余
白
も
多
い
。
反
対
に
左
半
分

は
、
文
字
も
小
さ
く
、
字
間
・
行
間
も
狭
く
な
り
、
行
の
傾
き
も
大
き

い
。
右
半
分
の
余
白
に
さ
ら
に
書
い
た
と
い
う
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

図 8 （墨 15）土師器皿外面
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そ
の
た
め
、
右
半
分
が
ゆ
っ
く
り
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
左
半
分

は
、
速
く
書
か
れ
て
い
る
。

次
に
、（
墨
１５
）
の
文
字
は
、「
か
つ
ら
」
は
連
綿
に
な
り
、「
き
」

「
の
」
は
単
体
で
あ
る
。
し
か
し
、「
ら
」「
き
」
の
終
筆
は
次
の
文
字
の

一
画
目
の
始
筆
に
向
け
て
の
意
連
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
よ

り
一
層
円
を
意
識
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
が
内
側
に
向
け
て
書
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
（
墨
１４
）
と
同
じ
土
師
器
の
皿
、
外
面
に
書
か
れ

て
い
る
た
め
曲
面
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
書
く
際
に
筆
管
が
傾
き
、
側
筆
に

な
っ
て
い
る
。

（
墨
１４
）（
墨
１５
）
の
書
者
は
、
筆
跡
か
ら
見
る
と
別
の
手
の
よ
う
に
見

え
る
。（
墨
１５
）
の
方
が
、（
墨
１４
）
よ
り
、
転
折
の
筆
の
抑
揚
、
直
筆
に

よ
る
連
綿
の
筆
露
が
達
筆
で
あ
る
。
ま
た
、
終
筆
の
収
め
方
、
次
の
始
筆

に
向
け
た
筆
の
動
き
が
（
墨
１４
）
よ
り
上
級
者
に
思
わ
れ
る
。

（
墨
１４
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
終
筆
の
収
め
方
が
拙
く
、
次
の
始
筆
を
意

識
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
点
画
と
連
綿
を
区
別
し
て
お
ら
ず
曖
昧
で
、
メ

リ
ハ
リ
が
な
く
線
質
に
緩
急
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
墨
書

は
、
習
書
な
の
で
、
線
質
に
不
十
分
な
点
が
見
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
さ
ら
に
、
土
師
器
と
い
う
素
焼
き
の
皿
に
書
か
れ
た
た
め
に
、
紙
に

書
く
の
と
は
異
な
り
、
墨
の
入
り
、
皿
の
表
面
へ
の
し
み
込
み
が
大
き

く
、
よ
り
運
筆
が
難
し
い
。
ま
た
、
皿
の
外
面
の
曲
面
で
あ
る
の
も
書
き

に
く
い
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
書
字
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
墨
書
土
器
の
書

写
年
代
が
九
世
紀
後
半
と
す
る
と
、
こ
の
頃
に
書
か
れ
た
書
道
史
上
の
作

品
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
作
品
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
書
字
形
態

を
見
て
い
く
。

さ
ぬ
き
の
こ
く
し
の
げ
は
し
が
き

ふ
じ
わ
ら

現
存
最
古
の
草
仮
名
資
料
の
一
つ
で
あ
る
「
讃
岐
国
司
解
端
書
（
藤
原

あ
り
と
し
も
う
し
ぶ
み

有
年
申
文
）」（
貞
観
九
年
・
八
六
七
）
は
、
讃
岐
国
司
が
太
政
官
に
上

申
し
た
「
讃
岐
国
司
解
」
の
巻
頭
に
添
え
ら
れ
た
文
書
で
あ
り
、
同
国
の

介
で
あ
っ
た
藤
原
有
年
は
、
漢
字
の
草
体
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

草
書
体
で
は
あ
る
が
、
や
や
く
ず
れ
て
草
仮
名
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
程

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
が
単
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
二
文

字
程
度
の
連
綿
も
見
ら
れ
る
。

図 9 「讃岐国司解端書（藤原有年申文）」
（貞観九年・八六七）
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（
墨
１４
）（
墨
１５
）
の
文
字
と
比
較
し
て
み
る
と
、（
墨
１４
）
の
「
の

（
乃
）」「
ひ（
比
）」「
と
」
や
、（
墨
１５
）
の
「
か（
加
）」「
ら（
良
）」
な
ど

の
形
態
が
近
い
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
や
や
時
代
は
下
る
が
、「
秋
萩
帖
」（
十
世
紀
中
頃
〜
十
二
世

紀
）
伝
小
野
道
風
筆
（
八
九
四
〜
九
六
六
）
は
、
草
仮
名
を
代
表
す
る
遺

品
で
、
巻
頭
の
「
あ
き
は
ぎ
の
」
の
書
き
出
し
に
ち
な
ん
で
、「
秋
萩
帖
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
草
仮
名
と
は
、
奈
良
時
代
の
漢
字
を
使
用
し
た
男
手

（
真
仮
名
）
を
草
書
体
を
用
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
さ
ら
に
簡

略
し
た
も
の
が
女
手
（
平
仮
名
）
な
の
で
あ
る
。

書
風
は
、
連
綿
の
少
な
い
放
ち
書
き
な
が
ら
、
気
脈
の
通
じ
た
書
風

で
、
優
美
な
字
形
、
巧
み
な
墨
継
ぎ
が
見
事
で
あ
る
。
こ
の
「
秋
萩
帖
」

は
、
第
一
紙
（
図
１０
・
Ａ
）
を
小
野
道
風
、
第
二
紙
目
以
下
（
図
１０
・

Ｂ
、
Ｃ
）
を
藤
原
行
成
の
筆
と
も
伝
え
る
諸
説
が
あ
る
が
、
平
仮
名
が
完

成
す
る
頃
の
草
仮
名
の
姿
を
忠
実
に
表
現
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

（
墨
１４
）（
墨
１５
）
の
書
風
か
ら
見
て
い
く
と
、
こ
の
「
秋
萩
帖
」
の
草

仮
名
作
品
も
形
態
が
似
た
書
風
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
二
字
か
ら

三
字
程
度
の
連
綿
や
（
墨
１４
）
に
お
け
る
「
け
」「
の（
乃
）」「
い（
以
）」

「
あ
」「
わ（
和
）」「
れ（
礼
）」
な
ど
、
ま
た
（
墨
１５
）
の
「
つ
（
川
）」
の

形
態
に
お
い
て
、
近
い
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
墨
書
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
九
世
紀
後
半
に
は
、
す
で
に
草

仮
名
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
現
代
の
平
仮
名
の
形
態
と
同
じ
「
け
」「
あ
」

図 10 「秋萩帖」（十世紀中頃～十二世紀）伝小野道風
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「
ら
」「
と
」「
は
」
な
ど
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

現
在
最
古
の
草
仮
名
資
料
の
一
つ
で
あ
る
「
讃
岐
国
司
解
端
書
（
藤
原

有
年
申
文
）」
よ
り
も
こ
の
墨
書
土
器
（
墨
１４
）
な
ど
は
、
よ
り
仮
名
と

し
て
洗
練
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仮
名
文
字
の
連
綿
や
ゆ
っ
た
り
さ
が
見

受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
墨
書
土
器
は
習
書
で
あ
る
た
め
か
、「
秋
萩
帖
」

ほ
ど
の
す
っ
き
り
と
し
た
線
質
や
繊
細
さ
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
か
ら

も
こ
の
（
墨
１４
）（
墨
１５
）
の
書
写
年
代
は
、「
讃
岐
国
司
解
端
書
（
藤
原

有
年
申
文
）」
と
「
秋
萩
帖
」
と
の
間
頃
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

お
わ
り
に

本
学
佛
教
大
学
二
条
キ
ャ
ン
パ
ス
造
成
地
で
あ
っ
た
京
都
市
中
京
区
西

ノ
京
星
ヶ
池
町
よ
り
「
三
条
院
釣
殿
高
坏
」
と
墨
書
さ
れ
た
高
杯
が
出
土

し
た
。
そ
こ
は
、
平
安
時
代
前
期
に
右
大
臣
を
務
め
た
藤
原
良
相
（
八
一

三
〜
八
六
七
）
の
邸
宅
「
西
三
条
第
」（
百
花
亭
）
跡
地
で
あ
る
こ
と
が

確
実
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
は
、
仮
名
文
字
が
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
も

多
数
出
土
し
た
。

そ
の
表
記
内
容
に
つ
い
て
読
み
解
く
上
で
、
藤
原
良
相
邸
跡
の
調
査
内

容
を
精
査
し
、
藤
原
良
相
と
そ
の
時
代
、
、
土
器
に
つ
い
て
の
概
要
、
貴

族
の
書
を
踏
ま
え
、
出
土
土
器
（
墨
１４
）（
墨
１５
）
の
墨
書
内
容
の
考
察

を
行
っ
た
。
変
体
仮
名
の
文
字
分
析
、
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、（
墨
１４
）
は
、
丸
川
義
弘
氏
の
解
釈
で
は
な
く
、
こ
れ
は
、『
古
今
和

歌
集
』
巻
第
十
八
雑
歌
下
に
あ
る

幾
世
し
も
あ
ら
じ
わ
が
身
を
な
ぞ
も
か
く
海
人
の
刈
る
藻
に
思
ひ
乱

る
る
（
九
三
四
）

の
初
句
「
い
く
よ
し
も
あ
ら
じ
わ
が
み
を
」
の
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。ま

た
、（
墨
１５
）
は
、
西
山
良
平
氏
の
解
釈
で
あ
る
「
か
つ
ら
き
へ
」

と
い
う
神
楽
歌
朝
倉
の
末
の
初
句
、

葛
城
へ
渡
る
久
米
路
の
継
橋
の
心
も
知
ら
ず
い
ざ
帰
り
な
む

で
は
な
く
、
釈
文
は
、

か（
加
）
つ（
川
）
ら（
良
）
き（
幾
）
の（
乃
）

と
な
り
、
万
葉
集
の
歌
の
一
部
分
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
書
字
形
態
を
実
際
の
書
道
史
上
の
作
品
「
讃
岐
国
司
解

端
書
（
藤
原
有
年
申
文
）」
や
「
秋
萩
帖
」
と
比
較
し
、
字
形
、
運
筆
方
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法
か
ら
見
て
い
く
と
、
漢
字
か
ら
仮
名
へ
の
移
行
期
の
草
仮
名
よ
り
平
仮

名
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
頃
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
墨
書
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
九
世
紀
後
半
に
は
、
す
で
に
草
仮
名
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
現
代

の
平
仮
名
の
形
態
と
同
じ
「
け
」「
あ
」「
ら
」「
と
」「
は
」
な
ど
が
形
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
讃
岐
国
司
解
端
書
（
藤
原
有
年
申
文
）」
と
比
較
し
て
み
る

と
、
よ
り
仮
名
と
し
て
洗
練
さ
れ
、
連
綿
や
ゆ
っ
た
り
さ
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、「
秋
萩
帖
」
ほ
ど
の
す
っ
き
り
と
し
た
線
質
や
繊
細
さ
は
見
ら
れ

な
い
。

こ
の
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
た
邸
宅
「
西
三
条
第
」（
百
花
亭
）
の
主

で
あ
る
藤
原
良
相
は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
没
で
あ
る
。
出
土
し
た
土

器
は
、
層
位
学
上
か
ら
み
て
も
八
五
〇
〜
九
三
〇
年
頃
の
も
の
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
い
く
と
、
こ
の
土
器
に
墨
書
さ
れ
た
の
は
、

藤
原
良
相
が
没
し
た
の
と
同
じ
年
に
書
か
れ
た
「
讃
岐
国
司
解
端
書
（
藤

原
有
年
申
文
）」（
貞
観
九
年
・
八
六
七
）
の
書
写
年
代
と
ほ
ぼ
同
じ
頃

か
、
や
や
後
で
あ
る
。

藤
原
良
相
邸
は
、
没
後
ど
う
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
饗
宴
で
多

く
使
っ
た
土
師
器
に
習
書
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
良
相
の
晩
年
に
よ

く
催
さ
れ
た
宴
の
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
か
ら
考
察
す
る
と
、
墨
書
さ
れ
た
の
は
良
相
の
晩
年
か
ら
没
後

し
ば
ら
く
の
間
に
書
か
れ
、
そ
の
書
字
形
態
は
、
漢
字
か
ら
仮
名
に
移
行

す
る
頃
の
草
仮
名
か
ら
平
仮
名
へ
と
変
化
し
て
い
く
中
で
書
か
れ
た
、
漢

字
も
草
仮
名
も
平
仮
名
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
貴
族
の
邸
宅
に
住
ん
で
い
た
者
た
ち
の
間
で
は
、
手
習
い
と
し

て
、
日
常
的
に
仮
名
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

仮
名
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
ま
で
十
世
紀
後
半
と
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
以
前
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
出
土
し
た
小
さ
な
土
器
一
つ
か
ら
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
想
像
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
発
見
が
あ
り
、
書
道

史
上
の
平
仮
名
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
深
め
て
い
く
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。註（

１
）
京
都
市
考
古
資
料
館
速
報
展
「
藤
原
良
相
邸
出
土
の
墨
書
土
器
」（
二

〇
一
二
年
十
一
月
三
十
日
〜
十
二
月
十
六
日
）

（
２
）
発
掘
ニ
ュ
ー
ス
１
０
５

丸
川
義
弘
「
三
条
院
釣
殿
高
坏
」
│
墨
書
土

器
か
ら
邸
宅
名
が
判
明
│
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
京
都

２
８
７
号
（【
財
】
京

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
・
京
都
市
考
古
資
料
館

二
〇
一
二
年
十
二

月
）

（
３
）
（
１
）
に
同
じ
。

（
４
）
角
田
文
衛
監
修
『
平
安
時
代
史
事
典

本
編
下
』（
角
川
書
店

一
九

九
四
年
）

（
５
）
（
４
）
に
同
じ
。

（
６
）
角
田
文
衛
監
修
『
平
安
京
提
要
』（
角
川
書
店

Ｈ
六
年
）

（
７
）
山
中
裕
著
『
平
安
時
代
の
古
記
録
と
貴
族
文
化
』（
思
文
閣
出
版

一

藤
原
良
相
邸
跡
出
土
墨
書
土
器
の
仮
名
表
記
に
関
す
る
考
察
（
南
條
佳
代
）

六
九



九
八
九
年
）

（
８
）
（
１
）
に
同
じ
。

（
９
）
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

古
今
和
歌

集
』（
小
学
館

一
九
九
四
年
）

（
１０
）
平
安
京
右
京
三
条
一
坊
六
町
（
西
三
条
第
、
百
花
亭
）
記
者
発
表
補
足

資
料

西
山
良
平
「
墨
書
土
器
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
二
年

十
一
月
二

十
八
日
）

（
１１
）
臼
田
甚
五
郎
・
新
間
進
一
・
外
村
南
都
子
・
徳
江
元
正
校
注
『
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集

神
楽
歌

催
馬
楽

梁
塵
秘
抄

閑
吟
集
』（
小
学

館

二
〇
〇
〇
年
）

（
１２
）
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
岩
波
書
店

一
九
八
六
年
）

（
１３
）
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

萬
葉
集
③
』（
小
学
館

一
九
九
五
年
）

図
註

〔
図
１
〕
京
都
市
考
古
資
料
館
速
報
展
「
藤
原
良
相
邸
出
土
の
墨
書
土
器
」（
二

〇
一
二
年
十
一
月
三
十
日
〜
十
二
月
十
六
日
）

〔
図
２
〕
発
掘
ニ
ュ
ー
ス
１
０
５

丸
山
義
弘
「
三
条
院
釣
殿
高
坏
」
│
墨
書

土
器
か
ら
邸
宅
名
が
判
明
│
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
京
都

２
８
７
号
（【
財
】

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
・
京
都
市
考
古
資
料
館

二
〇
一
二
年
十
二

月
）

〔
図
３
〕
発
掘
ニ
ュ
ー
ス
１
０
６
「
発
掘
成
果
を
ふ
り
か
え
っ
て

二
〇
一
二
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
京
都

２
８
９
号
（【
財
】
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

・
京
都
市
考
古
資
料
館

二
〇
一
三
年
二
月
）

〔
図
４
〕〔
図
１
〕
に
同
じ
。

〔
図
５
〕〔
図
１
〕
に
同
じ
。

〔
図
６
〕〔
図
１
〕
に
同
じ
。

〔
図
７
〕〔
図
３
〕
と
同
じ
。

〔
図
８
〕〔
図
１
〕
に
同
じ
。

〔
図
９
〕
東
京
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
編
『
特
別
展

和
様
の
書
』（
読
売
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

二
〇
一
三
年
）

〔
図
１０
〕
小
松
茂
美
監
修
『
日
本
名
跡
叢
刊

秋
萩
帖
』（
二
玄
社

一
九
七
九

年
）

（
な
ん
じ
ょ
う

か
よ

特
別
研
究
員
）
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